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研究成果の概要（和文）： 

 本研究課題は、欧米における企業家研究の理論的・方法論的転回を踏まえた、理論的・経験
的研究を行うことを目的としている。理論的研究としては、制度派組織論、社会企業家研究お
よび経営学の実践的転回に関する文献レビューを実施し、あらたな理論的フレームワークを提
示した。経験的検討については、主として大阪市におけるクリエイター集積、沖縄県・北海道
におけるエコツーリズム、老舗企業の事業転換に関する調査を行い、経験的分析を行った。 
 本研究課題から得られた研究成果は、国内の主要学会で研究報告を実施した上で、査読付き
論文として掲載された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Purpose of this research issue is theoretical and methodological turn in 
entrepreneurship research. Especially, this research issue considers practical turn by 
Europeans research group and introduces their issue to Japanese research group. To this 
purpose, this research issue tries theoretical - methodological review and empirical 
analysis of contents creators in Osaka city, eco tourism conductor in Hokkaido／Okinawa, 
entrepreneurial long established company. The results of this research issue are 
published in academic journal of major at Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究課題を開始した動機にあるのは、欧
米における企業家研究の実践的転回の出現
にある。欧米では 2000 年代以後、企業家を

革新の担い手としてヒロイックな主体とし
て位置づけ、その心的特性や行動の特徴を捉
えようとする従来の研究の理論的課題を指
摘した上で、社会的現象として企業家を捉え
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直し、方法論的深耕が進められてきた。 
 これに対して我が国の企業家研究は、欧米
におけるこれらの理論的・方法論的転回の存
在すら知り得ていない状況にあった。そこで
本研究課題を開始することで、欧米における
企業家研究の実践的転回を踏まえた上で、理
論的・経験的検討を進め、我が国の企業家研
究の研究水準を向上せしめることを目的と
して企画された。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、社会的現象としてのベンチ
ャービジネスを捉えるために、欧米における
先端的研究事例の理論的・方法論的検討に加
え、その検討に基づいた経験的検討を行うこ
とで、我が国における企業家研究の研究水準
を押し上げることを目的としている。 
 企業家研究は、変革の遂行者たる企業家を
鍵概念とし、新結合（イノベーション）を把
握し、理解していく研究領域である。シュム
ペーター（1926）によって企業家概念が提起
されて以後、企業家研究は企業家の特殊な動
機に注目する心理学的研究および認知的研
究、企業家の特異な行動の記述を目指す行動
研究が中心であった。しかし、社会に変革を
もたらす企業家が、何故、社会の内に出現し、
特異な行動が許されるのかについて、先行研
究では十分な説明が為されてこなかった 
 この理論的課題に対して、欧米では 1980
年代後半より、言語論的転回(linguistic 
turn)を通じた解決が試みられる。これは、
企業家を実在物ではなく、我々がイノベーシ
ョンを把握するための分析起点であるとい
うシュムペーターによる概念規定に立ち戻
った上で、社会的構成物たる企業家概念の下
で成立する社会現象の分析を目指すという
理論的・方法論的転回であった。欧米におけ
る企業家研究は、このような理論的視座の下
で、理論的基盤として社会構成主義および制
度派組織論、方法論的基盤としてナラティ
ブ・アプローチ、アクターネットワーク理論、
言説分析を接収し新たな研究アジェンダを
構築しつつ、NPO・NGOや個人事業種、ファミ
リービジネスなどこれまで注目されていな
かった調査対象を開拓してきた。 
 本研究課題は、欧米における企業家研究の
新たな理論的潮流について、その理論的・方
法論的基盤にまで遡って検討を加えつつ、我
が国の事例に基づく骨太の経験的検討を行
うことを目指してきた。 
  
３．研究の方法 
 この研究目的を達成するために、本研究課
題では、①欧米における企業家研究の制度派
アプローチ、社会企業家研究、企業家研究の
実践的転回といった先端的研究の理論的・方
法論的検討を行った。加えて、具体的な経験

的検討として、②神戸市元町地域 や大阪市
天満界隈での企業家集積、沖縄・北海道にお
けるエコツーリズム、老舗企業の存続におけ
る企業家精神の発露などといった事例に基
づいた経験的検討を行った。 
 これらの理論的・方法論的・経験的検討か
ら得られた研究成果については、組織学会、
日本経営学会、日本情報経営学会、日本ベン
チャー学会、日本村落社会研究学会などで研
究報告を実施した上で、『組織科学』、『日
本経営学会誌』、『ベンチャーズレビュー』、
『経営と制度』、『年報村落社会研究』など
の査読付き雑誌に投稿された。 
 
４．研究成果 
 本研究課題から得られた研究課題は、①欧
米における企業家研究の理論的・方法論的転
回のレビュー、および②我が国における事例
にもとづいた経験的検討に分かれる。本研究
課題の主たる研究成果は、以下の通りである。 
 まず、①理論的・方法論的検討については、
近年の企業家研究における理論的新潮流で
ある制度的企業家概念について、『組織科学』
に査読付き論文（「制度的企業家というリサ
ーチ・プログラム」）が掲載された。また、
企業家研究における社会構成主義の学説史
的検討が、滋賀大学研究叢書（『企業家の社
会的構成 : 組 織/集団の再生産と企業家精
神』）として発刊された。更に、制度派組織
論・社会構成主義に基づく企業家研究の新た
な理論的潮流である実践的転回について、
『経営と制度』に査読付き論文（「秩序構
築の主体としての社会企業家：倫理・
社会資本・正統性概年の再検討を通じ
て」）が掲載された。 
 これら理論的検討に加えて、方法論的検討
として『国民経済雑誌』に論文（「企業家語
りに潜むビック・ストーリー:方法としての
ナラティブ・アプローチ」）が掲載された。
現在、我が国には欧米の企業家研究の理論
的・方法論的転回に関する制度的企業家概念
に関する包括的なレビューが行われていな
いため、これらの研究業績は非常に重要な学
術的意義を有すると考えられる。 
 更に本研究課題では、これらの理論的・方
法論的転回の検討に基づき、②我が国の事例
に基づく経験的検討が行われた。具体的には、
大阪市天満界隈におけるクリエイター集積
に関しては、『組織科学』に査読付き論文（「産
業クラスター形成における地理的近接に基
づく関係構築のプロセス:大阪扇町界隈にお
けるイン キュベーション・マネジャーとク
リエイター間の関係性の変化」）に掲載され、
編著（Industrial Innovation in Japan）の
第 11 章として出版された。更に、コンテン
ツ産業におけるクリエイターの関係構築に
関する論文（「言説への（再）接続と解除と



 

 

しての制度化：フリーランス言説における騎
士・従僕・英雄」および「制度的企業家の言
説分析：フリーランス・クリエイターの世
界」）がリサーチペーパーとして公刊された。
また、沖縄におけるエコツーリズム事例につ
いては、『年報村落社会研究』に査読付き論
文（「地域産業の展開と野生生物資源管理組
織の構築への取り組み:座間 味村のダイビ
ング事業者による「害獣」の発見とエコツー
リズムの導入」）が掲載された。これらの経
験的検討は、アクターネットワーク理論、言
説分析、分厚い記述といった、先行研究では
用いられてこなかった方法論を用いた経験
的研究である点で、一定の評価を受けている。 
 本研究課題では、これら方法論的新展開に
基づく経験的検討だけでなく、企業家研究の
理論的展開に基づく経験的検討を併せて実
施された。具体的には、制度派組織論の理論
的視座から企業家精神の発露に関する経験
的検討が、『日本ベンチャー学会誌・Ventures 
Review』に査読付き論文（「埋め込まれた企
業家の企業家精神 : 神戸元町界隈における
華僑コミュニティを事例として」）が掲載さ
れた。これは、移民企業家という我が国の企
業家研究において見逃されてきた現象であ
った点で、査読付き雑誌に掲載されたことの
理論的意義は大きい。実際、2009年に日本ベ
ンチャー学会・清成忠男賞を受賞するだけで
なく、経営学以外の学会（日本村落社会研究
学会）にも評価され、査読付き論文が掲載さ
れている。この論文に加えて、環境系ベンチ
ャー企業の制度派組織論に基づく理論的検
討（「環境経営の 制度派アプローチに関す
る理論的考察」）が『経営と制度』に、査読
付き論文として掲載され、この理論的展開に
基づく経験的検討（「社会的企業−社会企業
家 の理論的・経験的検討:座間味村における
ダ イビング産業の成立とサンゴ礁保全組織
の 形成を通じて」）が『首都大学東京リサ
ーチペーパーシリーズ』として公刊された。
更に、企業家研究の理論的展開をもたらす基
礎理論として注目を集める社会運動論に基
づき、産学連携ベンチャー企業の理論的・経
験的検討（「イノベーションの闘争モデル: 
大学発ベンチャーの生き残りをかけた闘争
過程」）が日本経営学会学会誌に掲載された。 
 また、本研究課題は企業家研究の理論的・
方法論的転回に基づき、従来の研究に於いて
注目されてこなかった新たな調査対象の開
拓を行った。具体的には、伝統建築業界にお
ける長期存続企業の生き残りを企業家精神
の発露として捉えた経験的研究、および北海
道におけるエコツーリズム推進を社会企業
家の登場という観点から分析した経験的研
究が、『首都大学東京大学院社会科学研究科
経営学専攻リサーチペーパーシリーズ』とし
て公刊された。 

 以上のように、本研究課題で実施した理論
的・方法論的検討および経験的調査について
は、国内の主要学会で報告した上で、各学会
の学会誌に査読付き論文として掲載された
上で、国内外で著書として出版された。 
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